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研究要旨 

本研究の目的は、現在二つあるアトピー性皮膚炎診療ガイドラインを統一した新たな診療ガイ

ドラインを作成することにより、アトピー性皮膚炎の診療の均てん化に資することである。 

今年度は、アトピー性皮膚炎の診療における意思決定に重要な臨床課題を基に患者にとって重

要なアウトカムを改善するために必要な 24件の課題（クリニカルクエスチョン：CQ）に対して、

PubMed や医学中央雑誌などのデータベースを用いて、エビデンスレベルの評価と統合で求めら

れたエビデンス総体としてのエビデンスの強さとGRADEシステムを参考にして推奨の強さを決

定した。 

その中でステロイド外用薬に関する CQ を総合的に検討し、ステロイド外用薬に関する総論に

ついて作成した。 

 
A. 研究目的 
現在、本邦にはアトピー性皮膚炎の診療に関
するガイドラインは、皮膚科医を対象とした日
本皮膚科学会アトピー性皮膚炎診療ガイドライ
ンと小児科医やアレルギー科医を対象とした日
本アレルギー学会アトピー性皮膚炎診療ガイド
ラインの二つが存在している。アトピー性皮膚
炎は乳幼児から小児、青年に発症する慢性のア
レルギー性疾患である。科学的なエビデンスに
基づいた適切な治療によって、寛解が期待され
るが、不適切な治療や自己管理によって症状が
悪化すると、QOLの著しい低下や他のアレルギ
ー疾患の発症につながる。アトピー性皮膚炎の
診療を均てん化し、国内のすべての地域でより
多くの患者が良質な医療を享受できるようにす
るためには、現在二つあるガイドラインを統一
し、皮膚科医、小児科医、アレルギー科医、総合
診療医等すべての医師や患者が活用できる統一
診療ガイドラインを作成することが必要である。 
本研究の目的は、これらのアトピー性皮膚炎
診療開度ラインを統一した新たな診療ガイドラ
インを作成することにより、アトピー性皮膚炎
の診療の均てん化に資することである。 

 
B. 研究方法 
委員会で議論を重ね、アトピー性皮膚炎の診
療における意思決定に重要な臨床課題を基に患
者にとって重要なアウトカムを改善するために
必要な問題をクリニカルクエスチョン（CQ）と
して、24課題を設定した。Medlineや医学中央
雑誌などのデータベースを用いて、システマテ
ィックレビューを行い、エビデンスレベルの評
価と統合で求められたエビデンス総体としての
エビデンスの強さと GRADEシステムを参考に
して推奨の強さを決定した。 
 ステロイド外用薬に関する CQ を総合的に検
討し、ステロイド外用薬に関するガイドライン
総論を作成した。 
 
C. 研究結果 
 ステロイド外用薬の使用法、ステロイド外用療
法の留意点、ステロイド外用薬の副作用、ステ
ロイドに対する不安への対処、不適切治療への
対処についてまとめた。 
 
D. 考察 
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E. 結論 
 ステロイド外用薬はアトピー性皮膚炎治療の
基本となる薬剤であり（CQ: 推奨度 1、エビデン
スレベル：A）、その強さ（ランク）を把握し、
個々の皮疹の重症度に応じて適切なステロイド
外用薬を選択し、さらに病変の性状、部位によ
り剤型を使い分け、炎症を十分に抑制するよう
に使用する。アドヒアランスを上げるよう、患
者への十分な説明、指導を行っていく必要があ
る。 
 
F. 健康危険情報 
なし 
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